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大田原市/地域史資料デジタルアーカイブ

明治二年 (―八六九)五月、はじめて乗合馬車が横浜 。東京間で開業されたがその動きは各

地に広まった。江戸時代、陸上交通に欠かせなかった伝馬所や助郷などは、陸羽道中の陸運

会社開業届によって明治五年 (一八七二)七月十日廃上になった。乗合馬車組合は明治五年

各地に開業され、関東地域では東京と熊谷 。高崎間の高崎運輸馬車組合、東京・八王子間の

甲州街道馬車組合、それに東京・宇都宮間の「東京宇都宮間馬車会社」などが設けられた。

(中略)宇都宮 。東京間は従来三日前後を要したものが十二時間に短縮され、当時の民衆は

文明開化を実感できたであろう。

https://a〔塾∝.jp/otawara―ciり/text-list/d100020/ht040020


